樋口透教授主要経歴・著作目録 by unknown
樋口透教授主要経歴・著作目録
雑誌名 駿河台経済論集
巻 20
号 2
ページ 213-215
発行年 2011-03
URL http://doi.org/10.15004/00000506
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
樋口透教授主要経歴・著作目録
生 年 月 日 １９４０年５月２６日
略 歴
学歴および職歴
１９６５年３月 電気通信大学電気通信学部通信経営学科卒業
１９６７年３月 同大学院電気通信学研究科（計数管理学専攻）修了（工学修士）
１９６７年４月 日本情報処理開発センター入職，１９６８年３月退職
１９６８年４月 電気通信大学電気通信学部経営工学科助手，１９７３年３月退職
１９７３年４月 小樽商科大学商学部助教授，以後教授（１９８３）を経て１９９０年３
月退職
１９９０年４月 駿河台大学経済学部教授
２０１１年３月 同大学退職
著 作
．著書・翻訳
 統計解析ジェネレーター（報告書）日本情報処理開発センター １９６８年
 情報処理の理論と方式（共著）税務経理協会 １９７０年
 情報化社会の思想と生活（共著）白桃書房 １９７１年
 データ管理入門（共著）ビジネス社 １９７１年
 経営実務用語辞典（共著）経雄 １９７１年
 コンピュータ百科事典（共訳）講談社 １９７２年
 経営と経営工学（共著）中央経済社 １９８０年
 経営情報科学の展開（共著）中央経済社 １９８９年
．学術論文
 「消費関数のshiftについての一考察」（共著）電気通信大学学報Vol ２２，
№２ １９７１年
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 「システム・ダイナミックスによる地域開発モデルのコンピュータ・シ
ミュレーション――むつ小河原地域の場合――」（共著）地域学研究第４
巻 １９７４年
 「システム・ダイナミックスによる地域経済社会の変化予測」小樽商科
大学 商学討究 ２６巻第２号 １９７５年
 「システム・ダイナミックスによる地域開発モデルのコンピュータ・シ
ミュレーション――続――」（共著）地域学研究第５巻 １９７５年
 「システム・ダイナミックス手法の理論的側面の考察」東洋大学 情報
科学論集第６号 １９７８年
 「SDシミュレーションの最適化について」小樽商科大学 商学討究 ２８
巻第４号 １９７８年
 「工業開発モデルに対する最適制御理論の適用について」地域学研究第
８巻 １９７８年
 「シミュレーション・プログラムの最適化プロセスについて――宮城ダ
イナミックス・モデルを事例として――」小樽商科大学 商学討究 ３０巻
第１号 １９７９年
	 「社会の変化構造の分析」（共著）地域学研究第９巻 １９７９年

 「社会システム・モデル構築のための情報科学的アプローチについて」
小樽商科大学 商学討究 ３１巻第２号 １９８０年
 「ダイナミック・モデルのパラメータ感度分析」小樽商科大学 商学討
究 ３２巻第２号 １９８１年
 「社会システム・モデルの多目標最適化について」小樽商科大学 商学
討究 ３３巻第２・３合併号 １９８２年
 「社会システム・モデルの多目標最適化について――宮城ダイナミック
ス・モデルを事例として――」地域学研究 第１２巻 １９８２年
 「理想OAシステムへの一試論」オフィス・オートメーション Vol.７
No.３ １９８６
 「小樽市社会経済モデルによる都市人口予測」科研費報告書（６０４１００１２）
１９８９
 「産業連関分析による情報化の測定」駿河台経済論集 第２巻第２号
１９９３年
駿河台経済論集 第２０巻第２号（２０１１）
２１４
 「システム・ダイナミックス・モデルにおけるパラメータ同定」駿河台
経済論集 第５巻第２号 １９９６年
 「システムの認知プロセスについて」駿河台経済論集 第９巻第２号
２０００年
 「社会システム分析の手法としてのシステム・ダイナミックス・モデル
とマルチ・エージェント・モデルの比較――トップダウンかボトムアップ
か――」駿河台経済論集 第１６巻第２号 ２００７年
 「創発に関する一考察」駿河台経済論集 第１７巻第２号 ２００８年
 「トップダウン・モデルとボトムアップ・モデルの結合に向けて」駿河
台経済論集 第１８巻第２号 ２００９年
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